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＊高松宮記念特集＊
～木馬達の予想～
本紙　「へなの独り言」
　毎回書いているような気もするが、完調ならトロットスターが負けるわけがない。前走の阪急杯の敗戦には納得がいかないが（本当に斤量・馬場のせい？）、今年のような、やや低レベルの争いなら格が違うだろう。短距離Ｇ１・３連勝に向けて頑張ってほしいものだ。それにしてもダミスターの仔がこの距離でここまま活躍するとは驚きである。やはり競馬は奥が深い。（エイシンサンディの仔、ミツアキサイレンス先週良く頑張った！！）
　相手は難解だが、驚くほど復調著しいアドマイヤコジーンが筆頭。距離・左回り・馬場不問で体調万全とあれば逆転の目があってもいいかも。後藤の馬鹿な勝利者インタビューが見られるか？

  穴ならサイキョウサンデー（この手の名前はあまり好きではないが）。確実に差せるようになってきたのが最近の強み。前走のシルクロードＳでは一番強い競馬をしていただけに一発を警戒したい。四位が乗れないのがちょっと残念。

  抑えには、テンの早さはＮＯ．１のショウナンカンプ。左回りが？でも、小回りだけに後ろがごちゃつけば、そのまま押し切ってしまう可能性も。ディヴァインライトは１昨年の２着馬だが、ムラ駆けタイプなのと、うまくインが開かないと厳しいので抑えまで。あとは強烈な追い込み馬のスティンガーとリキアイタイカン。引退レースのスティンガーは小回りの１２００さえこなせれば望みあり。なんとなくニシノフラワーっぽく感じるのは気のせいか…。

◎トロットスター ○アドマイヤコジーン ▲サイキョウサンデー
△ショウナンカンプ、ディヴァインライト、スティンガー、リキアイタイカン
トゥインクルダンディ

　逃げ馬が揃って差し，追い込みが有利と思われるが，中京１２００ｍ，あえて逃げ・先行馬で勝負したい。
  本命はアドマイヤコジーン。とにかく半信半疑だった前走が圧巻。同じだけ走れば勝利は目前。
  相手筆頭はショウナンカンプ。こちらも前走が素晴らしい。バクシンオー譲りのテンの速さはここでも一番手。

◎アドマイヤコジーン　○ショウナンカンプ　▲ディヴァインライト

△トロットスター、テンシノキセキ、サイキョウサンデー、ジョンカラノテガミ
ライスシャワシャワの予想はよそう
Hペース必至であろうここは差し馬から狙ってみたい。◎スティンガー。1200mはどうかという気もするが、“切れ”という点では、まだまだ衰えはないだろう。前走は59キロをしょっての不良馬場ゆえ度外視できる。マイルだとどうも勝ちきれないが1400mなら京王杯SCのような脚を使える。1400mと1200mが違うレースなのは百も承知だが、もともと左回りの方がいい馬だし、小回りでごちゃつく4角をうまく回れば、一気の差し切りも十分可と見る。引退レースを飾ってもらいたい。

  ある意味、中京というのは特殊なコースだろう。となれば、コース適正というのも大事な要素。昨年の覇者トロットスターと暮れのCBC賞を差し切ったリキアイタイカンがスティンガーの相手になるが、“若さ”をとってリキアイを○に。トロットについては休み明けと59.5kgの斤量が負けた原因であろうが、衰えがあってもおかしくない年齢でもあり一枚下げての▲。以下は、好位追走組からアドマイヤコジーンとトウショウリープが押さえ。

◎：スティンガー、○：リキアイタイカン、▲：トロットスター

△：アドマイヤコジーン、トウショウリープ

栄蔵の一番弟子 ＴＰ

　今年の高松宮記念のキーワードは古豪の復活とマイル路線からの参戦。しかし､これはまた､とてもインチキ臭い言葉である。出走予定馬の半数以上が６歳以上。昔の７歳だよ。そんなんがいまさら復活も何もあるかい？マイル路線のエア、スティンガーも、スプリント路線が手薄だから回ってきただけ。元々牡馬に混じっての実績もない。

　どうせ当たる気がしないんだから､思い切っていこうと思う。取り上げるのは伸び盛りの馬とスプリント路線の頂点を戦ってきた馬､ということで以下のとおり。

　ショウナンは伸び盛りだが関係者が左回りはだめと明言しているから消し。メジロは冬場と休み明けはてんで走らないということで消しました｡

◎…トキオパーフェクト、テンシノキセキ

○…トウショウリープ、トロットスター

　現在の回収率８１．８％。今月は実家に帰って２回中山に行くから多分回収率はがた落ちだな。

【チームモリタ】現在の稼動馬

ストレイラルホーク(1-1-0-2)、フェアリーバラード(0-0-0-0)

予想はウソヨ　四国の井崎
　はっきり言ってレベルが低い。低すぎる。Ｇ１基準でタイム評価をしたらたったの２頭しか黒字がいない。それもぎりぎりの黒字だけになんともいえない。一応斤量補正は行っております。短距離は斤量が大きく影響します。

  今週号の競馬ブックを買うまではアドマイヤコジーンで堅いと思っていた。しかし表紙を飾ってしまった。これはイカン。後藤騎手はノリノリ状態だと思っていたが、高知の黒潮杯でノボトゥルーで惨敗した。単勝を買って運試しをしたがだめだった。これはアドマイヤコジーンにとってはあまりよくないこと。思いきって評価を下げてみる。

  タイム評価をするまでは「サイキョウサンデー」がおもしろいとも思っていた。３連続万馬券演出はアドマイヤコジーンの２連続を上回る。中京は得意で展開も向きそう、おまけに母の名前が「サワヤカプリンセス」で皇室系の名前で高松宮記念にはぴったり。でもタイム評価が斤量増が効いてちょっと足りない。で、タイム評価の結果はショウナンカンプ。強き世代の４歳馬。問題は逃げ切りの２連勝だけにメジロダーリング、テネシーガールとの激烈なハナ争いが思い浮かぶ。中京でも競り合っての逃げ粘りはない。となれば浮上するのがトロットスター。短距離での安定性は抜群。勝てないかもしれないが連軸だろう。雨が降っても大丈夫。◎はこいつだ。中京１２００ｍは差しが断然有利。それも外枠に入ればもっといい。その外枠に入って欲しい差し馬の筆頭がジョンカラノテガミ。そしてリキアイタイカンのＣＢＣ賞１，２着馬。ディヴァインライトは内をすくってしか伸びてこない馬で馬場がやや荒れてきたところなので苦しいだろう。１３ゲートの法則から前走１３ゲートで１人気で敗れたテンシノキセキが特注馬。とにかく何がきてもおかしくない。鍵を握るのは展開とペースだ。

ショウナンカンプ　　　　-1.2d   +0.2    -0.1    Ａ
アドマイヤコジーン　　-2.2    -0.7    +0.0    Ｂ
トロットスター　　　  　-0.2    -1.0    -0.3    Ｃ
ジョンカラノテガミ    　-1.2　　-0.1    -0.9

リキアイタイカン      　-1.4    -0.2    -1.1

メジロダーリング      -0.2    公営　  海外
サイキョーサンデー    -0.8    -0.5    -0.6

スティンガー　　　    　-1.6    -0.4    -0.7

エアトゥーレ　　　　　　-1.1    -0.3    -0.9

ロイヤルキャンサー  　  -0.9    -1.0    -0.3

ディヴァインライト   　　 -1.2    -0.7    -0.5

テンシノキセキ　　　　　-1.5    -0.5    -1.0

シャンハイダロン      　-1.6d   -2.1d   +0.6d

ダンツキャスト　　　　　-1.5d   -0.6    -0.7

トキオパーフェクト    　-0.4    -0.8    -0.7

アイティスワロー      　-0.5    -0.8    -1.2

ゲイリーフラッシュ    　-0.7    -0.8    -0.8

トウショウリープ      　-1.6    -0.7    -1.1

ノボリユキオー        　-0.7    -1.0    -0.9

テネシーガール        　-0.5    -1.7    -1.7

◎  トロットスター○　ジョンカラノテガミ

▲　リキアイタイカン△　テンシノキセキ

　次号は桜花賞号です。
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